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着
任
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 

青
梅
労
働
基
準
監
督
署
長 

滝 

澤 
 
 

成 
   

四
月
一
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
着
任
い
た
し

ま
し
た
。
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に

は
、
前
任
の
戎
谷
同
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

青
梅
の
勤
務
は
こ
れ
が
初
め
て
に
な
り
ま
す

が
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
環
境
が
す
っ
か
り

気
に
い
っ
て
し
ま
い
、
以
前
勤
務
し
て
い
ま
し
た

岩
手
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。 

 

岩
手
に
は
、
一
関
と
花
巻
に
、
通
算
六
年
間
勤

務
し
て
お
り
ま
し
た
。
青
梅
と
同
様
に
風
光
明
美

な
土
地
で
し
た
が
、
一
方
、
冬
の
季
節
は
寒
さ
が

厳
し
く
、
毎
日
、
ひ
や
ひ
や
ド
キ
ド
キ
し
て
凍
結

し
た
道
路
を
ス
リ
ッ
プ
し
な
が
ら
通
勤
し
た
こ

と 

と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

建
設
関
係
で
の
災
害
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
山

影
の
凍
結
し
た
坂
道
で
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
方
向
転

換
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
キ
ャ
タ
ピ
ラ
が
下
り
方

向
に
水
平
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
滑
走
し
、
近
く
で
作

業
し
て
い
た
従
業
員
の
方
が
接
触
す
る
と
い
う
事

故
や
、
埋
め
戻
し
た
場
所
に
鉄
板
を
設
置
し
て
ク
レ

ー
ン
の
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
の
敷
板
と
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
春
先
の
気
温
上
昇
で
凍
土
が
融
解
し
て
地
盤
が

緩
み
、
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
が
沈
下
し
て
ク
レ
ー
ン
が
転

倒
す
る
と
い
っ
た
事
故
も
あ
り
ま
し
た
。
豊
か
な
自

然
は
、
一
方
で
私
た
ち
を
試
す
よ
う
に
思
い
も
よ
ら

ぬ
落
し
穴
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

 

自
然
を
相
手
の
災
害
防
止
は
、
法
律

で
定
め
ら
れ
た
対
策
の
み
講
じ
て
い

れ
ば
よ
し
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
こ

れ
ま
で
の
事
故
や
災
害
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
き
た
の
か
、

そ
う
し
た
経
験
が
現
場
で
働
く
従
業

員
の
方
々
に
し
っ
か
り
受
け
継
が
れ

て
い
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
の
だ

と
い
う
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。 

 

も
と
よ
り
、
青
梅
の
状
況
と
岩
手
の

事
例
を
並
列
に
論
じ
る
こ
と
は
適
当

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
岩
手
と
同

様
、
厳
し
い
自
然
環
境
の
中
で
の
工
事

も
多
い
と
う
か
が
っ
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
の
経
験
を
い
ろ
い
ろ
と
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
な
が
ら
、
安
全
な
作
業
環

境
づ
く
り
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

逆 

境 

の 

中 

に 

あ 

っ 

て 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合 

 

相
談
役 

入 

江 
 

實 
 

 

建
設
業
が
不
況
業
種
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
久

し
い
が
、
そ
の
指
定
が
解
除
さ
れ
る
気
配
は
未
だ

な
い
。 

 

建
設
業
を
取
巻
く
環
境
は
年
を
重
ね
る
毎
に
、

そ
の
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
地
域

の
建
設
業
の
倒
産
が
激
増
し
て
い
る
。
ピ
ー
ク
時

（
平
成
四
年
度
）
に
八
十
四
兆
円
あ
っ
た
日
本
の

建
設
投
資
は
平
成
十
九
年
度
は
、
五
十
兆
円
を
割

り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。 

こ
の
よ
う
な
建
設
投
資
の
急
速
か
つ
大
幅
な

減
少
に
も
拘
わ
ら
ず
、
建
設
許
可
業
者
数
は
ピ
ー

ク
時
（
平
成
十
一
年
度
）
の
六
十
万
社
に
比
し
十

九
年
度
は
五
十
一
万
社
と
微
減
し
た
に
す
ぎ
な

い
。
正
に
過
剰
供
給
の
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
結
果
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
の
増
加
に
よ

り
価
格
競
争
が
激
化
し
、
企
業
の
疲
弊
感
が
顕
在

化
し
て
い
る
。 

加
え
て
、
世
界
的
な
原
油
高
に
よ
る
資
材
価
格 

の
高
騰
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発

し
た
金
融
業
、
不
動
産
業
の
破
綻
、
等
の
因
に
よ

り
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
の
連
鎖
倒
産
が
懸
念
さ
れ

は
じ
め
て
い
る
。 

 

「
不
況
」
は
雇
用
に
も
大
き
な
影
響
を
醸
し
出

し
て
い
る
。
建
設
労
働
者
の
労
働
条
件
の
悪
化
と

若
年
入
職
者
の
激
減
が
憂
慮
さ
れ
は
じ
め
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
又
、
金
融
機
関
の
建
設
業
者
に

対
す
る
融
資
姿
勢
が
更
に
厳
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
直
面
す
る
経
営
の
危
機

と
い
か
に
対
峙
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

険
し
い
暴
風
雨
の
中
を
、
そ
し
て
荒
波
の
中
を

一
生
懸
命
に
舵
取
り
を
し
て
い
る
佐
久
間
理
事

長
を
は
じ
め
と
す
る
西
建
協
役
員
の
皆
様
に
は

常
に
敬
意
を
は
ら
っ
て
お
り
ま
す
。
厳
し
く
と
も

努
力
を
さ
れ
て
い
る
姿
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
こ

の
苦
労
は
組
合
員
全
員
で
共
有
し
な
け
れ
ば
と

字 

 

自
戒
す
る
も
の
で
す
。 

今
年
の
年
明
け
、
佐
久
間
理
事
長

は
そ
の
挨
拶
の
中
で
「
我
慢
の
年
は

過
ぎ
た
」「
今
年
は
覚
悟
の
年
」
と
位

置
づ
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
正
に
そ

の
通
り
で
す
。
全
員
が
緊
張
感
を
持

続
さ
せ
、
め
げ
る
こ
と
な
く
こ
の
不

況
に
立
ち
向
か
う
覚
悟
を
共
有
し
た

い
も
の
で
す
。 

 

当
面
の
課
題
は
、
入
契
法
の
施
行

に
よ
り
奈
落
の
底
に
陥
れ
ら
れ
た
善

良
な
中
小
建
設
業
者
の
地
位
回
復
で

あ
り
ま
す
。
不
良
不
適
格
業
者
が
篩

の
目
か
ら
落
と
さ
れ
る
よ
う
な
、
そ

し
て
又
、
地
域
貢
献
度
の
高
い
業
者

が
救
わ
れ
る
よ
う
な
入
契
法
や
入
札

制
度
の
改
革
に
む
け
、
総
意
を
も
っ

て
要
望
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
か
と 

 

 

 

思
い
ま
す
。
声
を
大
に
し
て
訴
え

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
い
ま
世

界
は
百
年
に
一
度
の
大
不
況
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時

こ
そ
松
下
幸
之
助
翁
の
言
葉
に
思

い
を
馳
せ
て
み
た
い
も
の
で
す
。 

 

「
好
景
気
よ
し
、
不
景
気
な
お

よ
し
」
（
好
景
気
の
時
は
力
が
な

い
人
で
も
業
績
を
あ
げ
ら
れ
る
。

本
当
の
経
営
は
不
景
気
の
時
の
対

処
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
だ
か
ら
こ

そ
経
営
者
に
と
っ
て
一
番
や
り
が

い
が
あ
る
の
は
不
景
気
の
時
で

す
） 

 

逆
境
の
中
に
あ
っ
て
、
逆
境
の

時
代
を
生
き
抜
く
気
慨
こ
そ
が
大

事
で
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

皆
で
一
緒
に
な
っ
て
頑
張
り
ま
し

ょ
う
。        賛助会員 PR コーナー №１１  

 

成友セキュリティ株式会社 

 平素より西多摩建設業協同組合の皆様には格別のご高配を賜り 

厚く御礼申し上げます。 

「信頼の警備・安心保障」をご提供するために礼儀・礼節・挨拶 

を揚げこれからも社員・隊員一同頑張って参ります。 

今後とも宜しくお願い申し上げます。 

成友セキュリティ㈱ 

〒197-0011 東京都福生市福生 699 番 3 

         ＴＥＬ 042-551-1000 ＦＡＸ 042-551-0909     

         環境マネジメントＩＳＯ14001：2004  

登録番号：ＪＳＡＥ1448 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

  

◇
宅
建
取
引
主
任
者
対
策
講
座
◇ 

 

短
期
集
中
コ
ー
ス 

説
明
会 

日
時 

四
月
二
十
二
日(

水) 

 
 
 
 
 
 
 

十
四
時
～
十
五
時
三
十
分 

会
場 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合 

 

三
階
大
会
議
室 

内
容 

 
 
 

 

①
宅
建
取
引
主
任
者
試
験
の
概
要 

 
 

 

②
宅
建
取
引
主
任
者
試
験
対
策
講
座 

の
内
容 

 
 

 

③
宅
建
取
引
主
任
者
試
験
対
策
講
座 

の
日
程 
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平成１４年１月  
 

 

  

 ４ 月 事 業 計 画  

２日 理事会 

１０日 広報委員会１７７号編集発行 

１３日 総務委員会 

１４日 正副理事長会・理事会 

１５日 宅地建物取引主任者対策講座説明会 

２２日 宅地建物取引主任者対策講座説明会 

２２日 若手経営者の会 役員会 

 

第４３回通常総会（平成２１年度） 

5 月２０日〈水〉会場：青梅市福祉センター   

総 会 午後５時から  

   懇親会 午後６時～午後８時 

 注意：総会会場も青梅市福祉センターです 

 

 

《３月１８日（水） 理事会報告》 

①報告事項 

  ・国交省京浜河川事務所との意見交換会 

  ・ＮＢＣコンサルタンツ 企画案内 

・各委員会報告 

②審議事項 

・水道メーター変更（40 ㎜から 25 ㎜）の件 

  ・２１年度予算・20 年度決算 の件 

  ・日建学院『認定校』業務委託の件 

    制度説明検討 

《４月２日（木） 理事会報告》 

①審議事項 

・水道メーター変更の件 

  ・２０年度決算処理の件 

  ・日建学院『認定校』業務委託の件 

    日建学院認定校「西多摩教室（仮称）」設置 

…開校講座… 

・2 級土木施工管理学科短期集中 

  授業スケジュール ７月初旬から１０月中旬  

・2 級建築施工管理技士コース 

  授業スケジュール ８月下旬から１１月初旬 

・宅地建物取引主任者本科コース 

  授業スケジュール ４月下旬から１０月中旬 

・他４コース 順次講座開設 

    

◇ 

ご 

案 

内 

◇ 

  

◎
第
四
十
三
回
通
常
総
会
開
催
（
平
成
二
十
一
年
度
） 

日 

時 
 

五
月
二
十
日
（
水
） 

午
後
五
時
～ 

 

会 

場 
 

青
梅
市
福
祉
セ
ン
タ
ー 

三
階 

開
催 

議 

事 
 

二
十
年
度
事
業
・
決
算
報
告 

他 

 
 
 
  

二
十
一
年
度
事
業
計
画
（
案
）・
予
算
（
案
） 

他 

懇
親
会 

  
 

午
後
六
時
よ
り
開
催 

懇
親
会
会
場 

青
梅
市
福
祉
セ
ン
タ
ー 

ふ
よ
う
の
間 

 

  

 

 写真が語る西多摩（今昔） 

JR 古里駅   平成２１年４月 

御嶽―氷川（ひかわ）（現奥多摩）間 

は奥多摩電気鉄道によって建設が行われ、昭和１９年７月開業（電化）と

同時に国有化されて、旧青梅鉄道の路線とあわせて青梅線となった。 

 

 

 

         

 

 

 

 

油平交差点 

 
大
正
末
期 

昭

和

六

十

一

年 

 

平
成
二
十
一
年
四
月 

油平交差点、現在は国道４

１１号の滝山街道。 

昭和４６年頃は都道１７７号

線でした。 

油平は旧五日市街道の要衝と

して栄えた場所。 

旧五日市街道と滝山街道の

交差点が油平交差点で、信号

機名称「油平」 

 

以前「油平」でした信号機

は、今では「油平駐在所前」

と名称を変えている。 

 

現在の「油平」信号機の交

差点は、睦橋通りと滝山街道

との交差点となっている。 

〈写真の方向先は 

圏央道あきる野 IC） 

   

第１回 

 

 

◇ 

お 

知 

ら 

せ 

◇ 

日
建
学
院
「
認
定
校
」
青
梅
教
室
（
仮
称
）
開
設 

四
月
二
日
の
理
事
会
で
決
定
し
た
。
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
が
日
建

学
院
「
認
定
校
」
と
し
て
運
営
し
、
会
員
の
皆
様
の
利
便
を
図
る
た
め
に
、

建
設
会
館
三
階
に
教
室
を
開
講
い
た
し
ま
す
。 

今
年
度
は
『
二
級
土
木
施
工
管
理
技
士
』
『
二
級
建
築
施
工
管
理
技

士
』
『
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
短
期
集
中
コ
ー
ス
』
の
対
策
講
座
を
予
定
い

た
し
て
お
り
、
来
年
度
は
更
に
対
象
講
座
を
増
や
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

尚
、
受
講
生
募
集
・
授
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
左
記
の
通
り
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 

①
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
短
期
集
中
コ
ー
ス 

 
 

・
五
月
短
期
集
中
受
講
者
募
集
中 

・
授
業
五
月
十
三
日
か
ら
一
〇
月
中
旬 

 
 
 

 

・ 

費
用
一
五
七
，
五
〇
〇
円 

（
学
生
八
四
，
〇
〇
〇
円
）
消
費
税
込 

②
二
級
土
木
施
工
管
理
学
科
短
期
集
中
コ
ー
ス 

 
 
 
 

・
六
月
受
講
者
募
集
予
定 

・
授
業
七
月
初
旬
か
ら
一
〇
月
初
旬 

③
二
級
建
築
施
工
管
理
技
士
コ
ー
ス 

・
八
月
受
講
者
募
集
予
定 

 

・
授
業
八
月
下
旬
か
ら
十
一
月
初
旬 

④
一
級
土
木
施
工
管
理
短
期
集
中
コ
ー
ス 

⑤
一
級
建
築
施
工
管
理
技
士
コ
ー
ス 

詳
細
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合 

事
務
局 


